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共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

は
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た

サ
ー
ビ
ス
と
し
、
想
定
さ
れ

る
活
用
方
法
は
①
未
電
子
化

団
体
等
に
対
す
る
台
帳
電
子

化
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
（
デ
ー

タ
保
管
・
庁
内
閲
覧
機
能

等
）
②
災
害
時
調
査
へ
の
活

用
③
民
間
事
業
者
等
に
よ
る

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
等
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
④

国
に
よ
る
調
査
研
究
等
へ
の

デ
ー
タ
の
活
用
―
。
①
に
つ

い
て
は
す
で
に
自
前
で
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
団
体

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
も
想

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
加
入
自

治
体
の
数
が
増
え
る
こ
と

で
、
各
自
治
体
の
負
担
費
用

が
軽
減
す
る
仕
組
み
と
な

る
。

　

冒
頭
、
同
協
会
の
中
島
義

成
・
常
務

理
事
は
委

員
会
設
置

の
背
景
な

ど
を
説
明

し
、「

委

員
会
の
成

果
に
つ
い

て
は
協
会

の
運
営
に
生
か
し
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
」
と
あ
い
さ

つ
。
滝
沢
委
員
長
は
「
Ｄ
Ｘ

（
21
・
8
・
5
）

　

内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ｃ
）
は
、
今
後
３
年
間
の
関

連
施
策
の
方
向
性
を
示
す
次

期
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

戦
略
案
を
策
定
し
た
。
国
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
な

ど
を
軸
に
据
え
た
同
戦
略
案

で
は
、
水
道
を
含
む
重
要
イ

ン
フ
ラ
の
強
靭
性
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
を
明
記
。
策
定
に
至
っ

た
背
景
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
空

間
の
公
共
空
間
化
や
、中
国
・

ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
に
よ
る
と

さ
れ
る
サ
ー
バ
ー
攻
撃
の
激

甚
化
と
い
っ
た
、
情
勢
の
変

化
に
対
応
す
る
必
要
性
を
挙

げ
て
い
る
。
今
年
度
中
の
戦

略
案
の
正
式
決
定
に
向
け
、

今
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
。

　

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
性

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
は
、
官
民
連
携
で
の
防

護
推
進
と
地
方
公
共
団
体
へ

の
支
援
を
２
本
柱
に
位
置
づ

け
た
。
こ
の
う
ち
、
官
民
連

携
の
対
応
で
は
、
取
り
巻
く

脅
威
が
年
々
高
度
化
・
巧
妙

化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
国
と
重
要
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
に
よ
る
防
護
策
の
拠

り
所
と
な
っ
て
き
た
現
行

の
「
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
係
る

第
４
次
行
動
計
画
」
を
今
年

度
中
に
改
定
す
る
方
針
を
示

し
た
。
現
在
は
行
動
計
画
の

改
定
に
向
け
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
本
部
の
下

に
置
か
れ
た
重
要
イ
ン
フ
ラ

専
門
調
査
会
で
検
討
を
進
め

て
い
る
。
行
動
計
画
の
改
定

実
施
後
に
は
、
厚
生
労
働
省

な
ど
の
各
所
轄
官
庁
に
よ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
重
要
イ

ン
フ
ラ
事
業
者
に
は
、
そ
の

内
容
に
即
し
た
対
応
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
重
要
イ
ン
フ
ラ

第
１
グ
ル
ー
プ
の
堀
真
之

助
・
参
事
官
は
、「
米
国
で

石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
一
時

供
給
停
止
に
陥
っ
た
事
例
が

代
表
す
る
よ
う
に
、
国
内
外

で
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
り
重

要
な
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
す
る

事
態
が
続
い
て
お
り
、
脅
威

が
大
い
に
高
ま
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
た

次
期
戦
略
案
の
概
念
を
行
動

計
画
に
も
盛
り
込
む
こ
と

で
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
事
業
者

が
必
要
な
対
策
を
講
じ
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
上

下
水
道
事
業
に
共
通
す
る
事

項
と
し
て
は
、
次
期
戦
略
案

策
定
に
伴
い
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
を
反
映
し
、

総
務
省
も
地
方
公
共
団
体
関

連
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直

し
を
予
定
し
て
い
る
。
事
業

者
の
方
に
は
、
行
動
計
画
の

見
直
し
と
い
う
今
回
の
機
会

を
生
か
し
、
対
策
を
見
直
し

て
い
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

安
全
安
心
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

８
月
23
日
に
富
山
市
内
で

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

た
「
水
道
分
野
に
お
け
る
官

民
連
携
推
進
協
議
会
」
の
今

年
度
第
１
回
は
延
期
と
な
っ

た
。
東
京
都
に
発
出
さ
れ
て

い
る
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
。

　

主
催
す
る
厚
生
労
働
省
水

道
課
で
は
、
延
期
後
の
日
程

や
会
場
に
つ
い
て
、
改
め
て

開
催
の
約
１
カ
月
前
を
目
途

に
連
絡
し
た
い
と
し
て
い

る
。

委
員
会（
委
員
長
＝
長
岡
裕
・

東
京
都
市
大
学
教
授
）
を

ウ
ェ
ブ
会
議
で
開
催
し
た
。

来
年
１
月
24
～
26
日
に
熊
本

市
で
予
定
し
て
い
る
第
12
回

日
米
台
水
道
地
震
対
策
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
に
向
け
た

準
備
に
つ
い
て
審
議
し
た
＝

写
真
。

　

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
当

初
、
今
年
の
開
催
を
予
定
し

て
い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
来
年
に
延

期
し
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後

も
感
染
状
況
は
懸
念
さ
れ
る

が
、
現
時
点
で
米
台
か
ら
延

期
を
希
望
す
る
声
は
な
い
と

い
う
。
引
き
続
き
開
催
準
備

を
進
め
、
会
場
の
キ
ャ
ン
セ

ル
期
限
な
ど
を
考
慮
し
な
が

ら
、
最
終
判
断
す
る
。
12
月

仙
台
市
で
の
日
水
協
全
国
会

議
で
の
懇
親
会
が
中
止
さ
れ

る
こ
と
に
倣
い
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
も
懇
親
会
は
行

わ
な
い
こ
と
に
し
た
。

　

日
米
台
か
ら
す
で
に
論
文

ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
が
提
出
さ

れ
て
い
る
。
日
本
＝
18
編
、

米
国
＝
９
編
（
う
ち
１
編
は

こ
れ
か
ら
提
出
さ
れ
る
予

定
）、
台
湾
＝
９
編
の
計
36

編
。
す
べ
て
口
頭
発
表
と
す

　

日
本
水
道
協
会
は
７
月
29

日
、
今
年
度
第
１
回
の
水
道

施
設
地
震
リ
ス
ク
管
理
検
討

る
。
企
業
に
よ
る
ブ
ー
ス
出

展
、
テ
ク
ニ
カ
ル
ツ
ア
ー
も

予
定
し
て
い
る
。

　

長
岡
教
授
は
「
回
を
重
ね

る
ご
と
に
注
目
を
浴
び
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日

本
の
耐
震
技
術
、
施
策
を
世

界
に
発
信
し
、
ア
メ
リ
カ
、

台
湾
の
耐
震
対
策
を
学
ん
で

吸
収
す
る
機
会
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
状
況
は
予
断
を
許
さ
な

い
が
、
台
湾
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
が
提
出

さ
れ
、
着
々
と
準
備
を
進
め

て
い
く
。
何
と
か
開
催
し
、

よ
り
良
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
な
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
、
７
月
27

日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
限

定
で
、「
国
土
交
通
省
ダ
ム

カ
レ
ー
」
を
中
央
合
同
庁
舎

３
号
館
食
堂
で
同
省
職
員
な

ど
に
提
供
し
た
。「
森
と
湖

に
親
し
む
旬
間
」（
７
月
21

日
か
ら
31
日
）
と
「
水
の
週

間
」（
８
月
１
日
か
ら
７
日
）

の
認
知
度
上
昇
と
、
関
係
者

へ
の
情
報
発
信
が
目
的
で
、

７
月
29
日
に
は
、
渡
辺
猛

之
・
国
土
交
通
副
大
臣
＝
写

真
㊧
＝
が
食
堂
を
訪
れ
試
食

し
た
。

　

渡
辺
副
大
臣
は
、
同
省
の

三
橋
さ
ゆ
り
・
水
管
理
・
国

土
保
全
局
水
資
源
部
長
＝
同

㊨
＝
か
ら
、
ダ
ム
や
ダ
ム
カ

レ
ー
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

ダ
ム
カ
レ
ー
を
堪
能
。
渡
辺

副
大
臣
は
「
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
。
ダ
ム
は
国
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
存
在
で
あ

り
、
愛
好
家
の
方
が
大
勢
い

る
と
聞
い
て
心
強
く
思
っ

た
。
そ
し
て
、
各
地
の
ダ
ム

カ
レ
ー
が
地
域
お
こ
し
に
役

立
っ
て
い
る
こ
と
も
喜
ば
し

い
」
と
述
べ
た
。

　

同
省
で
の
ダ
ム
カ
レ
ー
提

供
は
今
年
で
４
年
目
。
利
根

川
本
川
の
最
上
流
部
に
あ

る
、
ア
ー
チ
式
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ダ
ム
の
矢
木
沢
ダ
ム
（
群

馬
県
）
を
模
し
て
お
り
、
ラ

イ
ス
が
堤
体
、
ル
ー
が
ダ
ム

湖
に
な
っ
て
い
る
。「
堤
体

は
強
度
が
肝
心
」（
三
橋
部

長
）
で
あ
る
た
め
、
福
島
県

産
ひ
と
め
ぼ
れ
を
少
し
硬
め

に
炊
き
上
げ
た
。
１
日
30
食

限
定
で
、
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
・

小
鉢
付
き
５
０
０
円
で
提
供

さ
れ
た
。

　

日
本
下
水
道
協
会
が
設
置
し
た
下
水
道
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
あ
り
方
検
討
委
員

会
（
委
員
長
＝
滝
沢
智
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
の
第
１
回
が
３
日
、
ウ
ェ
ブ
会
議

方
式
で
開
催
さ
れ
た
。中
小
都
市
に
お
け
る
台
帳
の
電
子
化
、民
間
や
国
に
お
け
る
デ
ー

タ
の
利
活
用
の
推
進
な
ど
を
目
的
と
し
て
お
り
、委
員
会
で
は
、共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
活
用
方
法
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
有
す
る
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
実
現
の
た
め
の
施
策
な
ど
を
議
論
す
る
。
特
に
電
子
化
が
進
ん
で
い
な
い
地
方
公
共

団
体
の
受
け
皿
と
な
る
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
整
備
が
急
が
れ
る
。

 

台
帳
電
子
化
、デ
ー
タ
利
活
用
の
推
進
を

共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
へ

　

日
本
下
水
道
事
業
団
（
Ｊ

Ｓ
）
が
前
澤
工
業
、
高
知
大

学
と
共
同
で
開
発
し
た
「
二

点
Ｄ
Ｏ
制
御
を
用
い
た
省
エ

ネ
型
Ｏ
Ｄ
装
置
」
が
、
日
本

産
業
機
械
工
業
会
主
催
の

「
第
47
回
優
秀
環
境
装
置
表

彰
」
で
経
済
産
業
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
＝
写
真
。

　

受
賞
し
た
技
術
は
、
曝
気

装
置
と
水
流
発
生
装
置
を
独

立
に
制
御
す
る
こ
と
に
よ

り
、
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン

デ
ィ
ッ
チ
（
Ｏ
Ｄ
）
法
の

反
応
タ
ン
ク
内
の
溶
存
酸

素
（
Ｄ
Ｏ
）
濃
度
の
勾
配
を

一
定
に
制
御
で
き
る
点
が
特

長
。
好
気
ゾ
ー
ン
・
無
酸
素

ゾ
ー
ン
を
安
定
的
に
形
成
す

る
こ
と
で
、
処
理
水
質
が
安

定
化
し
、
消
費
電
力
も
削
減

で
き
る
。

　

一
時
的
な
流
量
超
過
や
流

入
水
質
の
変
化
な
ど
に
よ
る

高
負
荷
運
転
に
も
対
応
が
可

能
で
、
既
存
の
処
理
施
設
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
、
人
口

減
少
に
よ
る
長
期
的
な
水
質

変
動
に
応
じ
た
〝
汚
水
処
理

の
最
適
化
〟
を
実
現
す
る
。

　

Ｊ
Ｓ
の
新
技
術
Ⅰ
類
に
は

「
Ｏ
Ｄ
法
に
お
け
る
二
点
Ｄ

Ｏ
制
御
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て

選
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
８

件
の
受
託
建
設
事
業
で
導
入

が
決
ま
り
、
う
ち
６
件
で
供

用
を
開
始
し
て
い
る
。

　

受
賞
歴
と
し
て
は
こ
れ
ま

で
に
、
第
８
回
国
土
交
通
大

臣
賞
（
循
環
の
み
ち
下
水
道

賞
）
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
は
じ

め
、
日
本
水
環
境
学
会
技
術

賞
、科
学
技
術
振
興
機
構「
Ｓ

Ｔ
Ｉ　

ｆ
ｏ
ｒ　

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
ア
ワ
ー
ド
優
秀
賞
に
選

ば
れ
て
い
る
。

お
い
て
下
水
道
政
策
研
究
委

員
会
制
度
小
委
員
会
を
開
催

し
、
そ
の
最
終
報
告
で
は
、

下
水
道
事
業
の
持
続
性
確
保

の
た
め
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
り
組
み
の
推

進
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
高
度
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
台
帳
の
電
子
化

の
促
進
や
共
通
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
、
デ
ー
タ

形
式
の
標
準
化
、
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
化
の
ル
ー
ル
作
り
な

ど
。
同
協
会
で
は
下
水
道
台

帳
管
理
シ
ス
テ
ム
運
用
調
査

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
下
水

道
管
路
に
か
か
る
維
持
管
理

情
報
の
デ
ー
タ
形
式
の
標
準

化
、
台
帳
電
子
化
の
効
果
な

ど
を
記
載
し
た
「
下
水
道
台

帳
管
理
シ
ス
テ
ム
標
準
仕
様

書
（
案
）・
導
入
の
手
引
き

ｖ
ｅ
ｒ
・

５
」
の
策
定
を
進

め
て
き
た
。

　

台
帳
の
電
子
化
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
民
間
企
業

サ
ー
ビ
ス
を
前
提
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
中
小
都
市
を

中
心
に
維
持
管
理
情
報
の
電

子
化
が
遅
れ
、
施
設
の
点
検

や
調
査
等
の
情
報
の
蓄
積
や

分
析
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
。ま
た
、国

交
省
で
は
第
５
次
社
会
資
本

整
備
重
点
計
画
の
中
で
、
令

和
７
年
度
ま
で
に
１
０
０
％

を
達
成
す
る
と
し
て
い
る
。

は
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ

き
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い

る
。
下
水
道
界
に
お
い
て
も

多
く
の
技
術
情
報
等
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
い
か
に
有
効
に

活
用
し
、
次
の
世
代
の
新
し

い
下
水
道
を
作
っ
て
い
く
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
本
委
員
会
を
通
じ
て
、

下
水
道
事
業
に
携
わ
る
皆
様

に
お
役
に
立
つ
よ
う
な
資
料

を
作
っ
て
い
き
た
い
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

一
昨
年
か
ら
昨
年
に
か
け

て
国
土
交
通
省
と
同
協
会
に

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
戦
略
案
を
策
定

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
性
向
上
へ

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

堀参事官

「
二
点
Ｄ
Ｏ
」
が
経
産
大
臣
賞
Ｊ
Ｓ

前
澤

・
高
知
大
と
開
発

日米台ＷＳ論文36編に

来年１月熊本で開催へ
日水協

富
山
で
の
官
民
連
携

推
進
協
議
会
を
延
期

厚
労
省

　

日
本
水
道
協
会
は
今
年
３
月
に
発

刊
し
た
「
上
水
試
験
方
法
２
０
２
０

年
版
」
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
10
月
に
開
催

す
る
。
９
月
３
日
ま
で
参
加
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
は
10
月
４

日
か
ら
８
日
ま
で
の
期
間
内
に
、
自

由
に
講
義
動
画
を
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
水
質
試
験
方
法
等
調
査
専

門
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
五
十
嵐

良
明
・
国
立
医
薬
品
食
品
衛
生
研
究

所
生
活
衛
生
化
学
部
長
が
改
訂
に
あ

た
っ
て
述
べ
た
の
ち
、
▽
総
論
編
▽

理
化
学
編
・
金
属
編
▽
有
機
物
編
▽

微
生
物
編
・
生
物
編
―
に
つ
い
て
60

分
ず
つ
講
義
が
あ
る
。
定
員
５
０
０

人
。
受
講
料
は
会
員
１
人
４
０
０
０

円
、
非
会
員
１
人
６
０
０
０
円
。
参

加
費
に
書
籍
「
上
水
試
験
方
法
２
０

２
０
年
版
」
は
含
ま
れ
な
い
。

　

申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
同
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
研
修
会
・
講
習

会
一
覧
」
を
参
照
。

下水協と各委員を
ウェブで繋いだ第
１回検討委員会

〝
受
け
皿
〟
整
備

検
討
委
が
初
会
合

副
大
臣
も
ダ
ム
カ
レ
ー

国
交
省

オ
ン
ラ
イ
ン
で
説
明
会

申
し
込
み
９
／
３
ま
で

日
水
協

上水試験方法２０２０年版

下
水
協

２０２１年（令和３年）８月５日（木曜日）


